
　平成3年北見振興公社が園を買収し事業継続、平成14

年(2002)北見市に移り、市の公園と位置付けされ無料開

放の公園となりました。

　翌年には、ボランティア団体「フラパラ市民の会」が発足

し、指定管理者とともに「北見フラワーパラダイスの整備と

　▲桜・北こぶしなどが一斉に咲き乱れる
充実した花園」をテーマに、大西米吉の意思が受継がれ

ています。

 ■河西ぼたん園

　　北見市駅より北へ約３kmの高台に閑静な緑の

　林に囲まれているのが「河西ぼたん園」です。

　　香川県出身の河西貴一が大正８年(1919）頃よ

　り牡丹を中心に造成に努め、昭和3年(1928)に開

　園し、当時としては珍しい約4.5haの花園でした。

　　園内にはトウヒやトドマツ、ヤナギなどの木々の

　下に、約50種、500株の牡丹をはじめ、シャクナゲ

　や黒百合・カタクリなどの花があります。

　　開園する前の昭和2年には、札幌鉄道管理局から「河西農園牡丹園」として名所に指定。

　　牡丹では全国一との評判が高まり、北見駅から直通の乗合自動車(バス)があり団体観光

　客や遠足、町内会の花見などで賑わっていました。

　　寒冷地での育成は困難とされていたサワラも見事に育ち、北見市の保存樹木に指定され

　ていましたが、樹齢と共に痛みも激しくなってきています。

　　また、サワラと同じヒノキ科のアスナロの木も育っています。

　　貴一さんが亡くなり、その後を次女の節さんが後継者となり保存に努めていましたが、平成

　17年(2005)6月に亡くなり休園となり、ぼたん園は荒廃の道を進みます。

　　幼少期にぼたん園で遊んだ貴一の孫にあたる宏悦(ひろよし)氏が、叔母の節さんが生存

　中に「ぼたん園を残すために引き継ぎたい」と伝えてあり、平成20年(2008)川崎から「ぼたん

　園の開園期間中」移り住み、ぼたん園の存続を願う市民ボランティアと共に、園の再生と牡丹

　の栽培管理に尽力され復興してきました。

住所/北見市花月町

開園期間/開花により不定期　　秋・冬は閉園

開園時間/9時～16時　 入園料金/志をお願いしています。

お問合せ/市民ボランティアぼたん園の再生を支援する会事務局＜090-5956-9178　小川氏>
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